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新
　
刊
　
紹
　
介

ボ
ル
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ギ
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・
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ス
レ
編
著

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
を
生
き
る

 

　
　
　
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
』

木
　
村
　
理
　
子

本
書
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
六
日
に
昭
和
女
子
大

学
に
て
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ユ
ー
ラ
シ
ア

草
原
を
生
き
る
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
」
の
報
告
論
文
を

収
録
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
昭
和
女
子
大
学
は
、
近
年
、

モ
ン
ゴ
ル
学
の
発
展
に
寄
与
し
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世

界
の
モ
ン
ゴ
ル
学
に
活
気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
本
書
は

そ
う
い
っ
た
昭
和
女
子
大
学
の
活
動
成
果
の
一
つ
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
学
と
は
、
す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア

の
時
代
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
経
験
に
関
す
る
学
問

で
あ
る
。
昭
和
女
子
大
学
の
モ
ン
ゴ
ル
学
へ
の
支
援
は
、

現
代
に
お
い
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
の
、

未
来
に
向
け
て
の
活
動
な
の
で
あ
ろ
う
。

一
時
代
を
築
い
た
国
や
民
族
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
英
雄

叙
事
詩
が
あ
る
。
い
や
、
実
際
に
は
、「
あ
る
」
の
で
は

な
く
、「
作
ら
れ
た
」
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
英
雄
叙
事
詩
は
歴
史
で
あ
り
、
古
典
で
あ
る
。

歴
史
や
古
典
か
ら
は
、
今
を
生
き
る
知
恵
が
得
ら
れ
、
未

来
を
考
え
る
力
が
湧
く
。
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

歴
史
や
古
典
と
は
そ
う
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
本
と
な
る
と
、
そ
こ
に
本
の
持
つ
力
が
加
わ
る
。

本
書
に
は
「
本
の
力
」
が
存
在
す
る
。
英
雄
叙
事
詩
の

持
つ
力
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
継
続
が
も
た
ら
す
力
な
の

で
あ
ろ
う
。
口
承
文
芸
の
語
り
の
継
承
で
あ
れ
、
そ
れ
に

関
す
る
研
究
で
あ
れ
、
人
々
が
長
い
年
月
を
か
け
て
積
み

上
げ
て
き
た
も
の
に
は
力
が
宿
る
。

本
書
か
ら
、
英
雄
叙
事
詩
に
ま
つ
わ
る
「
本
の
力
」
を

存
分
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
書
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル

学
の
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ボ
ル
ジ
ギ
ン
・
フ
ス

レ
氏
の
ほ
か
、
田
中
克
彦
氏
、
チ
ョ
イ
ラ
ル
ジ
ャ
ブ
氏
、

二
木
博
史
氏
、
ド
ジ
ョ
ー
ギ
ー
ン
・
ツ
ェ
デ
ブ
氏
、
ビ
ル

タ
ラ
ン
・
ア
ー
グ
ネ
シ
ュ
氏
、
藤
井
真
湖
氏
、
上
村
明
氏

の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
今
日
の
モ
ン

ゴ
ル
学
を
牽
引
す
る
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

口
承
文
芸
は
暗
唱
の
文
化
で
あ
る
。
膨
大
な
量
の
英
雄

叙
事
詩
は
読
む
だ
け
で
も
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

暗
唱
で
き
る
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
記
憶
力
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
、
歌
唱
力
が
最
も
重
要
に
な

る
。
民
族
楽
器
の
腕
前
も
必
要
で
あ
る
。
聞
い
て
覚
え
、

歌
い
、
語
り
、
弾
く
。
そ
こ
に
、
写
本
（
台
本
）
を
見
て

覚
え
る
と
い
っ
た
行
為
は
、
は
た
し
て
存
在
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
存
在
し
た
な
ら
ば
、
口
承
文
芸
は
、
広
が

っ
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
制
度
化
さ
れ
た
状

況
下
で
、
半
ば
外
的
強
制
力
を
伴
い
な
が
ら
、
広
め
ら
れ

て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
。

モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
『
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
』

に
は
、
一
七
一
六
年
に
北
京
で
開
版
さ
れ
た
木
版
本
に
由

来
す
る
諸
版
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
外
国
に
紹
介
さ
れ

た
も
の
に
は
、
そ
れ
ら
の
翻
訳
の
ほ
か
、
語
り
手
か
ら
採

録
し
た
も
の
が
含
ま
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、『
ゲ
セ

ル
・
ハ
ー
ン
物
語
』
の
北
京
木
版
本
の
開
版
が
、
清
代
の
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
五
世
の
北
京
訪
問
（
一
六
五
二
年
）
以
降

の
出
来
事
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

清
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
統
治
政
策
に
利
用
し
た
が
、

英
雄
叙
事
詩
は
、
仮
面
舞
儀
礼
チ
ャ
ム
と
同
様
、
清
が
藩

部
に
普
及
さ
せ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
清

代
、
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
は
、
清
の
藩
部
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ

ル
に
も
広
く
伝
播
し
た
。
清
が
藩
部
に
普
及
さ
せ
た
文
化
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民
族
文
化
と
政
策
は
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
清
代
、

モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
よ
る
演
劇
活
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
仏
教
儀
礼
と
口
承
文
芸
は
そ
の
対
象
で
は
な
か

っ
た
。
清
が
禁
じ
な
か
っ
た
文
化
が
、
政
策
に
利
用
さ
れ
、

作
り
変
え
ら
れ
な
が
ら
、
民
族
文
化
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
政
策
と
は
別
に
、
民
族
文
化
に

は
口
伝
の
伝
統
が
あ
る
。
口
伝
者
が
い
な
く
な
れ
ば
、
文

化
は
廃
れ
る
。

一
九
四
〇
年
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
音
楽
教
育

の
指
導
員
ス
ミ
ル
ノ
ー
フ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
奏
者

を
集
め
、
楽
譜
を
教
え
た
。
そ
れ
以
前
の
モ
ン
ゴ
ル
に
は

楽
譜
が
な
か
っ
た
。
耳
で
聞
い
て
覚
え
る
習
慣
し
か
な
か

っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
奏
者
は
師
の
奏
で
る
音
を

ひ
た
す
ら
聞
い
て
覚
え
て
き
た
。

身
体
で
覚
え
て
き
た
も
の
は
一
生
忘
れ
な
い
。
三
十
年

前
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
奏
者
ツ
ォ
ギ
ー
ン
・
ダ
シ
ド

ラ
ム
さ
ん
は
そ
う
語
っ
て
い
た
。
今
回
、
本
書
の
お
か
げ

で
、
当
時
の
そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
三
十
年
前
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
た
。
音
声
は
再
生
で
き
た
。
確
か

に
彼
女
は
そ
う
語
っ
て
い
た
。
三
十
年
前
の
言
葉
。
年
月

を
経
て
も
色
あ
せ
な
い
「
口
伝
の
力
」
が
確
か
に
存
在
す

る
。
そ
う
思
っ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
そ
れ
は
、「
本
の

力
」
の
存
在
を
確
信
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

�

（
き
む
ら
　
あ
や
こ
　
　
東
京
外
国
語
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

え
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
演
劇
の
最
初
の
革

命
劇
は
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ィ
の
『
ミ
ス
テ
リ
ヤ
・
ブ
ッ
フ
』

で
あ
っ
た
。
過
去
の
古
典
の
中
か
ら
革
命
的
パ
ト
ス
に
合

っ
た
も
の
が
選
ば
れ
、
作
品
の
舞
台
は
「
全
宇
宙
」「
天

国
」「
地
獄
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
神
話
の
世

界
で
あ
り
、『
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
』
と
同
様
、
無
限

の
天
と
地
の
空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
壮
大
な
神
話
の
世

界
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
革
命
期
が
「
革
命
期
の
モ
デ
ル
」
と
な
り
、

モ
ン
ゴ
ル
に
革
命
期
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
導
入
さ
れ
た

流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
共
通
点
に
は
説
明

が
付
く
。
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
に
は
『
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー

ン
物
語
』
を
題
材
に
し
た
『
シ
ャ
ラ
イ
ゴ
ル
の
三
大
王
』

が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革

命
二
十
周
年
の
年
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
『
ゲ
セ
ル
・
ハ

ー
ン
物
語
』
の
再
利
用
は
「
革
命
期
へ
の
回
帰
」
を
意
味

し
、
戦
時
下
に
お
い
て
英
雄
神
話
が
再
び
必
要
と
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
英
雄
叙
事
詩
は
、
時
々
の
政
策
に
利
用

さ
れ
て
き
た
。
清
が
モ
ン
ゴ
ル
に
普
及
さ
せ
た
チ
ベ
ッ
ト

の
文
化
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
文
化
と
な
り
、
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
は
社
会
主
義
国
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
文
化
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
も
同
じ

で
は
な
い
。
政
策
に
利
用
さ
れ
る
度
に
、
作
り
変
え
が
図

ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

は
、
主
に
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
五
世
が
ゲ
ル
ク
派
政
権
の
文

化
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
で
普
及
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
皇
帝
を
菩
薩
の
化
身
と
み
な
す
国
家
仏

教
で
あ
る
。
清
は
、
ゲ
ル
ク
派
政
権
の
文
化
を
文
殊
菩
薩

の
化
身
で
あ
る
清
の
皇
帝
の
、
清
国
の
文
化
と
し
、
清
領

内
に
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。

一
方
、
清
代
末
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
政
策
と
関

連
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
探
検
隊
が
極
東
諸
民
族
の
社
会
や

文
化
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
調

査
に
は
語
り
手
か
ら
の
採
録
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
後
、
そ
の
よ
う
な
調
査
は
ソ
連
共
産
党
に
引
き
継
が
れ
、

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
に
は
、
引
き
続
き
、
ソ
連
の
調
査

隊
が
モ
ン
ゴ
ル
を
含
む
極
東
諸
民
族
の
社
会
や
文
化
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
同
盟
共
産
党
の
演
劇
政
策
に
お
け
る
「
少

数
民
族
の
演
劇
建
設
に
対
す
る
指
導
方
法
」
に
は
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
伝
統
を
全
く
有
し
て
い
な
い
民
族
に
お

い
て
は
、
そ
の
民
族
特
有
の
制
度
、
習
慣
、
叙
事
詩
、
抒

情
詩
の
諸
要
素
を
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、

民
族
文
化
と
政
策
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。

英
雄
叙
事
詩
に
関
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
演
劇
成
立
史
に

お
け
る
最
初
の
上
演
作
品
が
『
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
』

を
題
材
に
し
た
『
ナ
ン
ド
ラ
ム
・
ハ
ー
ン
』
で
あ
っ
た
点

を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ロ
シ
ア
演
劇
の
新
し
い
革
命
劇
の

最
初
の
第
一
歩
も
ま
た
「
古
典
的
文
化
遺
産
の
作
り
変


